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論文審査の結果の要旨

本論文は、船尾部のプロペラ前方にプロペラの回転方向と逆向きの旋回流を発生させるプレスワ

ールフィンが船舶の推進性能を向上させるメカニズムを明らかにするとともに、フィンによる自航

時の抵抗増加と適切なプロペラ回転数を考慮、した旋回流中のプロペラ翼形状最適化手法を提案した

ものであり、造船学上寄与するところが大きい。よって本論文は博士（工学）の学位論文に値する

ものと認；める。


